
ボトル缶「あいちの水」について 

 
 
１ 製作の目的 

水道用水供給事業を経営する県営水道は、直接県民に給水をしていないこと

から、県民に比較的親しみが少ないため、県営水道の役割や水の大切さ等につ

いて、より一層のＰＲを行うことを目的として、県内を流れる 4 つの河川から

取水している県営水道の浄水場の水を使用し、木曽川、長良川、矢作川、豊川

の順に輪番で、昭和 63 年度から毎年 6月の水道週間の時期に合わせて「水の缶

詰」を製作し、浄水場の見学者、受水団体、関係機関等に配布している。 

 

（参考）近年の製作本数 

・H22  160,000 本 

・H23  210,000 本（※県営水道 50 周年分を含む） 

・H24  175,000 本（※企業庁備蓄分を含む） 

 

 

２ イメージ 

 

 

（参考）

2-5-50



資料⑩

2-5-51



2-5-52



2-5-53



水道の水について 

 

みんなのところへ水道の水がどのようにして届くのか勉強しよう！ 

 

 

１ 水のわくせい“地球” 

地球の表面のおよそ７０㌫（１００のうち７０）は水 

地球上の水９７㌫は海水、３㌫はたんすい（しおからくない水：氷、地下水、

川、池など） 

地球上の水で、のんだり、工場、田やはたけで利用できるのは０.８㌫だけ 

地球上の水を牛乳パック１本分とすると、使えるのはスプーン１杯 

 

２ 生きるためにひつような水の量 

ひとり１日に約２㍑から２.５㍑(牛乳パック２本から２本半) 

食べ物で半分、えきたい（牛乳、ジュースなど）で半分ぐらいとっている。 

 

３ みんなが生活するのにひつような水の量 

水の使われかた：顔をあらう。歯をみがく。食きをあらう。洗たくをする。トイレ

で使う。ふろに入る。シャワーをあびる。車をあらう。プー

ルで泳ぐ。 

家庭で１日に使う量：ひとり１日およそ２５０㍑（お風呂１ぱい分）、４人家族で

１日およそ１立方ﾒｰﾄﾙ（たて、よこ、たかさ１ｍずつの四

角い箱のかたち分）つかう。 

 

４ 水道の水が送られるまで 

きそ川 （ながの県からぎふ県、そしてあいち県とのさかいをながれる大きな川です。） 

    ↓ 

かね山しゅすい口 

    ↓ 

あいちようすい 

    ↓ 

上野じょう水場（とうかい市にある。） 
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 ちんでん池（薬をいれて、にごりを大きなかたまりにしてしずめる。） 

      ↓ 

ろか池（さらにきれいな水にするために砂とじゃりの中をとおす。） 

      ↓ 

しょうどく（ばいきんをころすために、“えんそ”という薬をいれる。） 

      ↓ 

じょう水池（飲むことのできる水をためておく大きな池です。） 

      ↓ 

送水ポンプ（とおくまで水を送るためにポンプを使います。） 

    ↓ 

大府市（大府市水道ぶ）の配水池 

    ↓ 

みんなの家庭、学校、病院、工場など 

 

・ ダム、水路、じょう水場、水道かんなどでは、毎日かわったことがないか調

べています。 

・ 水道水がいつでもじゃ口から出るように、おじさんたちは１日をこうたいして

２４時間働いています。 

・ このように水道水がみんなの家庭にとどくまでには、たくさんの日にちとたく

さんの人たちが働いています。 

・ 大府市はこのような水道水を愛知県から買って、みんなの家庭に送ってい

ます。 

（昨年、大府市が買った水の量は ９７０ 万立方ﾒｰﾄﾙ） 

（小学校のプールのおよそ２４，２５０杯分） 

 

５ かっすいについて 

かっすい：雨がながく降らなくて川、ダムの水がすくなくなること。 

だんすい：じゃ口から水道の水がでなくなること。 

 

６ 水を大切に！ 

せっすい：水を大切に使うこと。 

みんなも水を大切に使うにはどうしたらよいか、ひとりひとり考えてみましょ

う。 
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あいちの水道ＰＲ映像制作 

１．目 的 

近年、水道では、ペットボトルなどのミネラルウォーターを購入して飲用するなど、

水道水の水質に対する心配などにより水道水離れがみられ、十分に安心・安全な水道

水の認知がなされていない。より多くの方に水道に対する理解と関心を深め、日常生

活に必要不可欠な水道水の魅力をアピールすることが求められており、受水団体から

もそのような意見が出されている。 

また、工業用水では、産業の血液として豊富・低廉な工業用水を給水し産業の発展

に寄与しているが、最近では技術の進歩などにより事業所内での工業用水の再利用の

普及や長引く景気の低迷から工業用水の使用量が減少している。 

そうしたことから、水道及び工業用水道に対する理解と関心を深め、安心して使用

していただけるように、ＰＲ映像を制作して利用の促進を図る。 

なお、主な視聴の対象として、水道の学習を行う小学４年生を中心に制作した。 

 

２．あらすじ 

   愛知県内に暮らす小学生の「ありす」が、ある暑い夏の日の校庭で、水を求めて水

のみ場に集まった友達の中で、ひとりだけ水を飲もうとしません。 

その理由は、「水道水だから」 

ふと気づくと、蛇口の上に小さなカッパ君の姿を見つけます。カッパ君は蛇口の中

に消えてしまいました。 

驚いて蛇口を覗き込む「ありす」は、なんとそのまま蛇口に吸い込まれてしまいま

した。 

「ありす」の不思議な探検が始まります。 

蛇口からつながっている浄水場、幹線水路、そして大きな川の取水場へとカッパ君

に導かれるように探検が続くうちに水道水に対する理解と関心がどんどんと深まっ

ていきます。 

気がついた「ありす」。そこは、あの夏の校庭です。どうやら暑さに負けて少しボ

ーッとしていたようです。こんな日はしっかり水分を補給しなければなりません。 

あの不思議な体験が夢なのか現実なのかは、わかりません。でも、「ありす」が水

道水に対して興味を深めたことは確かです。 

「ありす」は、蛇口からあふれる「水道水」をおいしそうに飲みます。 

                        
         ＜ジャケット＞               ＜ 盤 面 ＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制作：㈱ＮＨＫプラネット中部支社、 制作枚数：５００枚、 制作費：5,249,475円 
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